
第５回 本町通り商店街エリア ウォーカブル勉強会 

次第 

 

日時：令和６年６月２７日（木） 

１９：００～２０：３０ 

    場所：本町ＢＡＳＥ（Web 併用）  

    

 

１．これまでの振り返り 

 

 

２．岐阜県大垣市の取組紹介 

  大垣市 都市計画課 

安藤 氏 

 

 

３．マルシェ「セキ日和」の取組報告 

株式会社セキ日和 

代表取締役 平野 氏 

 

 

４．生活社会実験の時点報告 

  （意見交換） 

 

    

５．今後の予定 



１．これまでの振り返り

令和6年6月27日

関市都市計画課

第5回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



１．国土交通省の施策

※国交省都市局「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」中間とりまとめ より抜粋

○ 街路空間を車中心から「人」中心の空間へと再構築し、沿道と路上を一体的に活用し、
人々が集い・憩い・多様な活動を繰り広げられる場へ

○ 「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の創出による「魅力的なまちづくり」
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１．国土交通省の施策

2
※国交省道路局「歩行者利便増進道路 制度概要及び制度の流れ」より



１．国土交通省の施策

3
※国交省道路局「第82回基本政策部会（2023年8月9日）」より抜粋



３．マルシェ「セキ日和」の取組報告

第5回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会



セキ日和について
&

マルシェの実施報告

株式会社セキ日和 平野祥



【団体としてのセキ日和について】
• セキ日和の活動とその目的

【マルシェ「セキ日和2024」の実施報告】
• マルシェの開催目的
• 実施概要
• 実施に向けた準備
• 当日の様子
• 来場者向け＆出店者向けアンケート結果
• 成果と課題
• 今後について

アジェンダ
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団体としてのセキ日和について
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セキ日和の活動目的を一言でいうと

（日本のどんな町に対しても）

「なにもない」とは言わせない

セキ日和の活動とその目的
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関市中心市街地の現状
セキ日和の活動とその目的
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「衰退」した過去を持つ町にはその町を象徴する「景観」が残る

中津川市：江戸〜明治の景観
街道の衰退

美濃市：明治〜大正の景観
和紙産業の衰退

高山市：江戸〜明治の景観
重工業化の乗り遅れ

セキ日和の活動とその目的
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セキ日和って…？

関市：昭和中期〜後期の景観
自動車の普及と、商業形態の変化

セキ日和の活動とその目的
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セキ日和の仮説：関も、今この景観を残せばやがて町の重要な個性になるのでは…？

活動方針：「関の中心市街地に残るレトロな町並みを守り、活かす」

ワークショップ＝視点の共有
町並みの魅力や

価値に気付いてもらおう！

マルシェ＝理想の共有
空き家を活用して、

所有者・テナント・住民の
マインドを変えていこう！

だから…

活
動
内
容

そのために…

セキ日和の活動とその目的
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関市中心市街地の課題

セキ日和の活動とその目的

ワークショップ
の開催 マルシェの開催
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マルシェ「セキ日和2024」実施報告
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1. イベント開催を通じた関市中心市街地の賑わい創出

2. 関市中心市街地での出店等に関心の高い出店者の把握及び関係構築

3. 関市中心市街地における遊休不動産の把握及び所有者との関係構築

4. 関市中心市街地の景観保全に向けた物件所有者、出店者、地域事業者及

び来場者におけるその潜在的価値の認識拡大

そもそものマルシェ開催目的
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３方向へのワクワク創出
そもそものマルシェ開催目的

マルシェ
「セキ日和」

出店者 物件所有者

来場者

「こういう町になったら楽しいだろうな」
「この景観素敵だな」
「使える建物多いんだ」
「私の家も何かに使えないかな」

「この物件ならお店やってみたいな」
「関って面白い町だな」
「お客さん沢山来てくれるな」

「こういうお店なら貸してもいいかも」
「関もよその人にとっては魅力があるの
かも」
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実施期間：２０２４年6月１日（土）、6月2日（日） 各日10:00〜16:00

※6月2日は天候不良のため開催中止
実施体制：主催…関市役所都市計画課、企画運営…株式会社セキ日和
来場者数：約2,000名
開催場所：関市本町１丁目〜8丁目の空き店舗や空き地、空きスペース
使用した物件数：32件（うち市による管理：３件）
出店店舗数：1日目：53店舗（2日目：55店舗が出店を予定していた）
メインターゲット：20代〜30代の女性

マルシェ実施概要
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セキ日和実施スキーム

マルシェ実施概要

家賃

マルシェ
「セキ日和」
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実施に向けた準備 〜出店者の確保〜
「出店者募集要項」に基づき、Instagram上で出店者の募集を行った。

① 募集開始後、出店者側から出店希望の旨を伝える連絡があった数：51 店舗
→そのうち出店が確定した数：47店舗

② 運営であるセキ日和側から出店誘致の連絡を行った数：57 店舗
→そのうち出店が確定した数：27 店舗

③ 最終的な出店者数：74 店舗
→そのうち昨年度からのリピーターである出店者数：33 店舗
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実施に向けた準備 〜出店場所の確保〜
１日あたり1000 円の賃料を支払う条件で本町１丁目から７丁目において空き店舗や空き地、
空きスペース等物件の確保を行った。

① 物件のイベント時短期使用可否を確認した物件総数：35 軒

② イベント時の短期使用許可を得た物件数：29 軒（古民家あいせき、本町BASE等は含まず）

本町１丁目：8 軒 本町２丁目：3 軒 本町3 丁目：５軒 本町4 丁目：3 軒
本町5 丁目：2 軒 本町6 丁目：3 軒 本町７丁目：3 軒
→上記のうち昨年度から継続して使用許可を得た物件数：11 軒
→上記のうち今年度から使用許可を得た新規物件数：18 軒

③ 昨年度は使用許可を得たが今年度は使用不可だった物件数：1 軒
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実施に向けた準備 〜出店場所の確保〜
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実施に向けた準備 〜広報について〜
広報活動に関してはメインターゲットである20代〜30代の女性層にリーチすべく、
主にInstagram を活用し、以下の内容の投稿を行った。

① メインビジュアルの公開及びイベント開催のお知らせ
② 出店者の紹介
③ イベント会場周辺の臨時駐車場の案内
④ イベント会場のマップ公開

その他新聞の掲載、関市民向けあんしんメールでのお知らせも行った。
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来場者向けアンケート結果

■女性が多い。家族連れの数が多かった。
■２０〜３０代が約6割を占めるものの、幅広い世代
が来場
■4割が関市からの来場。6割が地域外からの来場。
■来場者のマルシェ会場における滞在時間は少なくと
も1時間以上が8割以上、2時間以上が約4割
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来場者向けアンケート結果

■イベントの満足度は約9割。
■良かった点として多かった声
こんなに本町には素敵な店があるんだということも分かりました。

初めて商店街を歩いて色んなお店があることを知れてよかった

関市の商店街に若い人中心に行き交っているのが印象的でした。

何年か振りに本町を歩く事ができて懐かしく思えた。

■改善点として上がった声
せっかくの各店が奥まったり、陰に入り込んでいて、ちょっとわ
かりづらいな、、

日差しが強かったので屋根のあるベンチがもう少しあると嬉し
かった

お店の感覚が広すぎる箇所があった

ゴミ箱がもう少し各所にあると嬉しい
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来場者向けアンケート結果

中心市街地の昭和の景観について

■昭和の景観について上がった意見
可能な限り残すべき

残せる建物は残して欲しい

新しい建物とうまく共存していければよいのでは

新しいものと融合させていって欲しい

老朽化が激しいものは変えるべきだが基本そのままがいい
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出店者向けアンケート結果

■実店舗を持たないお店は約6割
→関に出店するのもあり得なくはない？

■出店の具体性
「条件に合う物件があれば」
「お店は出したいが関にするかは検討」
「具体的に関での出店を検討中」

が約1割。

→この割合をもっと増やしたい。
→希望家賃は〜4万円
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出店者向けアンケート結果

■イベントの満足度は約9割。
■良かった点として多かった声
このイベントからお店や場所が新しく始まる未来を、なんだか想
像出来てワクワクしました

2.3軒隣り合う場合もお店の雰囲気などよく考えられていたと思う

街並みを歩きながら楽しめるイベントはあまりないので企画とし
て面白かったし、運営の皆さんの町への想いが感じられる

宣伝力。名古屋や三重からもお客さまがみえていた 特に若い人た
ちが多かった

街の方たちと準備の時からお話しする事ができて、とても嬉し
かった。

■改善点として上がった声
中止の連絡がもう少し早いとありがたい

出店者を増やすか、範囲を狭くするか…。途中まではアーケイドが
あるので良いのですが、アーケイドがないところは気持ち的に遠く
感じました。

イベントの区間、距離が長く感じました。
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地域から聞かれた声
-短期的な貸出をもっとやるべき
-出店者さんと繋がりができた。今後のイベントでもコラボしたい（する予定）
-意外と若者が大勢来ていた。最近の方法だけど広報はできていたんじゃないか
-2日目はもったいなかった。
-年に１回とは言わず、複数回やってほしい。
-昔の商店街みたいでとてもよかった。あえて通行止めにしていないのがいい。
-とてもいい出店者さんたちだった。いつでも貸します。
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課題
■イベント頻度

年1 回のみのイベント開催では、持続可能な賑わい創出に繋げることは難しい。新たなイベントの創出を通して一過性の
取り組みとならないような施策が求められる。
■出店者について
出店者向けアンケート結果によれば、実際に今後の出店の意向を示したのが4 店舗に留まった。イベントの集客力向上や
ターゲットとする出店者の精査が必要である。
■物件について
本町４丁目5 丁目においては遊休不動産が多くあるものの所有者との関係構築には至っていない物件が多い。
■暑さ対策・休憩場所

本イベント当日が気温３０℃を超える暑さだったこともあり、イベント会場内に設置した休憩場所やベンチの日除け対策
を求める声が来場者向けアンケートに散見された。
■開催エリア

出店者向けアンケートでは、「イベント会場が広く回り切れない」との意見が散見された。
■トイレ

会場内にトイレが3 か所しかないため、トイレを探す来場者が多く見られた。
■中止判断とその基準

2 日目である6 月2 日の中止連絡がとりわけ飲食関係の出店者からは「直前すぎる」との意見が相次いだ。今後はより詳
細な中止判断基準の設定と遅くとも前日中の中止判断が必要である。
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今後について

ワークショップ
の開催 マルシェの開催
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４．生活社会実験の時点報告

第5回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会
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【市街地中心部の現況】

• 市街地中心部を回遊できる遊歩道整備を実施（令和3年度～令和7年度）

• 本町通り商店街の空き店舗を活用したマルシェの実施

• 新規出店により快適な生活環境の提供と地域活性化の加速

• 歩行者の利便増進を図るため、道路区域外に滞留施設を設置

【将来的な取組目標】

• 歩行者利便増進道路への指定によるにぎわい空間の創出

• 滞在快適性等向上区域を整備計画で位置づけ、官民一体による公共空間の創出

• 歩行者の安全性、快適性の向上を図る

【生活社会実験の目的】

• 公共空間利活用に対する地域住民の意識醸成

• 沿道環境の変化に伴う歩行者の行動変容調査

• 歩行者中心の道路空間再構築への課題検証、整備内容の検討（計画反映）

１．生活社会実験の目的
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２．生活社会実験の概要

【生活社会実験の概要】
■期間
• 令和6年5月31日から7月31日まで（2ヶ月）
■場所
• 本町1丁目から7丁目の区間
■内容
• 歩道と軒先の利活用を検証する実験
• 歩道上の白線の内側が自由に使えるスペー

スとして確保
• ベンチ等の休憩施設を一時的に設置

活用パターン1

活用パターン2



３．生活社会実験の状況（設置物の活用）
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３．生活社会実験の状況（歩道・軒先の活用）
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• 自認する性別 • 年代

• 居住地域 • 沿道店舗への立寄り

４．アンケート結果（歩行者）【回答：54件】

7.4%

5.6%
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• 社会実験を知っていましたか。 • 設置物があっても安全に通行できますか。

• 社会実験を何から見聞きしましたか。 • 歩道への設置物があって良いと思いますか。

４．アンケート結果（歩行者）【回答：54件】

3.7% 3.8%

1.9%

3.7%

14（23.3％）

2（3.3％）

0（0％）

6（10.0％）

7（11.7％）
23（38.3％）

8（13.3％）※新聞、沿道店舗から説明等

（複数回答可）
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• 設置物により滞在する契機になりますか。 • 設置物をどんな用途で利用しましたか。

• 商店街の滞在時間はどのくらいですか。 • 設置物の中でよいと思ったものは何ですか。

４．アンケート結果（歩行者）【回答：54件】

（複数回答可）

41（68.3％）

11（18.3％）

4（6.7％）

4（6.7％）

（複数回答可）

41（40.1％）

19（18.1％）

21（20.8％）

7（6.9％）

4（4.0％）

9（8.9％）

※バス待ち等

※積み木、パズル等
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４．アンケート結果（歩行者）【回答：54件】

社会実験に対する主なご意見

〇良い点

• 積み木など遊べる場所があって良い

• 目を惹く設置物が多くあった

• 人工芝がいい雰囲気だった

• 屋根付きのベンチが夏でも涼めるのでいいと思った

〇課題点

• 人工芝、ベンチを増やして欲しい、日陰が欲しい

• 花などの植物があるとよい

• フラワーポットが雑草まみれだった（維持管理）

• 歩道への乗り入れ車両が気になった

〇理想的な活用や取組意向

• 一人暮らしのお年寄りが多いので、井戸端会議の場所として利用できるとよい

• 沿道店舗が積極的に軒先で販売（テイクアウト商品を含む）して欲しい、お店に入るきっ

かけになると思う

• 安全対策をして、子どもが遊べるスペースが欲しい

• 範囲の拡大、継続的に実施して欲しい

• 誰のために使って欲しいか、ビジョンから考え、ペルソナを一緒に考えたい。
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５．アンケート結果（沿道店舗）【回答：30件】

• 実験期間に歩道や軒先を活用したいですか。 • 占用料を支払って歩道活用しますか。

• 生活社会実験に期待することは何ですか。 • 実験中の「活用できる歩道幅」は適切か。

3.3%

（複数回答可）

5（10.0％）

15（30.0％）

4（8.0％）

21（42.0％）

0（0.0％）

5（10.0％）
※新規出店の促し、客層の拡大等

3.3%

6.7%

3.3%
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５．アンケート結果（沿道店舗）【回答：30件】

• 理想的な「活用できる歩道幅」はどうか。 • 歩道や軒先で他店舗とのコラボ(イベント)

• 実験中の活用イメージはありますか。 • 歩道や軒先で他店舗とのコラボ(日常)

（複数回答可）

13（16.9％）

11（14.3％）

0（0.0％）
15（19.5％）

11（14.3％）

8（10.4％）

3（3.9％）

8（10.4％）

8（10.4％）
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５．アンケート結果（沿道店舗）【回答：30件】

社会実験に対する主なご意見

• 面白い取組で良いと思う、人が滞留できるきっかけになる

• 若者が気になって歩いてくれる

• 継続的に歩道や軒先を利用したい

• イベント時には軒先にワゴンを出して販売している状況

• 人員が限られており、現状の軒先利用を維持することが精一杯

• 人通りが増えれば日常的に軒先でのコラボなどチャレンジしたい

• ウインドディスプレイの活用、コミュニケーションのきっかけになる

• 店舗ごとに役割分担できると良い

• 食べ歩きできるメニューが欲しい

• 商品が日に焼けてしまう

• 歩行者（視覚障害者含む）への配慮が必要

• 活用シーンの提案があると良い

• ベンチに座って日常ではウインドショッピングを楽しむ（コンテストの開催）など、周辺

環境と使い手の工夫が必要

• 設置物の維持管理が必要（雨上がりでもすぐ利用できるように）
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5．今後の予定

第5回本町通り商店街エリア
ウォーカブル勉強会
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１．次回のご案内

第6回ウォーカブル勉強会

・日時：7月11日（木）19時から

・場所：本町BASE

※内容が変更になる場合があります。
※オンライン併用で開催します。
※市HPおよび案内文書でお知らせします。

【内容】
①ウォーカブルビジョン作成に向けた
ワークショップ



時期 内容

7月

8月

9月

10月

11月

12月

令和7年
1月

2月

3月

45

２．スケジュール

ビジョン策定
作業

生活社会実験
（2回目）

ビジョン公表
（予定）

生活社会実験
詳細検討

生活社会実験
検証

＜作業内容＞
・現状の課題分析
・まちづくり計画の共有
・生活社会実験の分析
・目指すべき将来像の設定
・コンセプト
・戦略（方針）
・戦術（個々の取組）


